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ダイコンの可能性を探る 

～ダイコンアミラーゼの偏りについて～ 

福島県立福島高等学校 サイエンス探究クラス 

齋藤ちひろ・須田朋美・渡辺葵・石田真菜・阿部周平 

 

１．目的 

 本校では、バイオマス(生物資源)の活用について研究を進めている。ダイコンについてもバイオマス

の一つとして捉え、これを活用して有用な物質に変換できるのではないかと考え、研究を開始した。ダ

イコンは１年を通じて全国どこでも安価に手に入るため、活用しやすい。ダイコンをパイロットモデル

として研究し、その技術や成果

を他の植物にも転用できる可

能性を期待した。 

本研究では、ダイコンの成分

を活用したいくつかのルート

によりブドウ糖を合成し、さら

にそのブドウ糖からポリ乳酸

やバイオエタノールを合成す

る可能性を探ることを検討し

ている（右図）。 

 

２．本研究の概要 

今回の研究では、ダイコンに含まれるアミラーゼを用いて、デンプンからブドウ糖を生成する過程に

ついて検討した。また検討の過程で、ダイコンの部位によってアミラーゼ量の偏りがあるのではないか

という疑問が生じた。そのためダイコンをいくつかの部位に分けて、それぞれの部位を用いてデンプン

の分解を行い、検討した。 

 

３．実験 

 ダイコンを長さの 1/3 ほどに切り分け、葉がついていた方から「上・中・下」

と分類した。輪切りのダイコンを観察していたところ、手で簡単にちぎること

ができる外側部分と内側部分に分けることができた。そこで、「外・内」として

別な分類とした。今回の実験では、「上・外」、「中・外」「中・内」「下・外」の

4つに分類した（左図参照）。これらをミキサーで粉砕し、片栗粉を加熱して作

成した５％のデンプン溶液１００ｇに４種の試料３０ｇをそれぞれ加え、３

５℃～４０℃で反応させた。３０分、４５分にそれぞれのサンプルを一部抜

き取り、ベルトラン法で糖を定量した。各サンプルにつき２～３回糖濃度の

定量を行い、その平均を糖の濃度とした。また、でんぷん溶液を使わずに

「上・外」の部分のみを用いてブランク試験も行った。 

＜ベルトラン法＞ 

Ａ液（硫酸銅（Ⅱ）五水和物 40ｇを水に溶かして 1L にした溶液）、Ｂ液（酒石酸ナトリウム・カリウ

ム 200g と水酸化ナトリウム 150ｇを水に溶かして 1L にした溶液）、Ｃ液（硫酸鉄（Ⅲ）と濃硫酸 110ｍ

ｌを水に溶解して 1L にした溶液）を準備した。 
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 Ａ液 10ｍｌとＢ液 10ｍｌを混合し、試料溶液 10ｍｌを加えた。これを加熱し、沸騰を始めてから正

確に 3 分間煮沸させ、すぐに流水中で冷却した。このとき赤い沈殿（酸化第一銅）ができていることを

確認した（式①）。その後、吸引ろ過を用いて沈殿を回収し、Ｃ液で溶解した（式②）。その溶解液を過

マンガン酸カリウム溶液で滴定した（式③）。 

① ２Cu２＋＋糖 → Cu２O↓＋カルボン酸 

② Cu２O↓＋ Fe２(SO４)３ ＋ H２SO４ → ２CuSO４ ＋２FeSO４ ＋ H２O 

③ 10FeSO４ ＋２KMnO４ ＋ ８H２SO４ → ５Fe２(SO４)３ ＋ ２MnSO４ ＋ ８H２O ＋ K２SO４ 

 ①、②、③より、

糖と過マンガン酸

カリウムが５：２と

なることがわかり、

そこから糖の量を

求めた。 

   

４．結果と考察 

 得られた糖濃度の結果を表１に示す。 

表１ デンプンから生成した糖の濃度（ダイコンの部位の違い） 

 

 まだ、データ数が少なく、信頼性はあまり高くはないかもしれないが、部位により、糖の生成量には

大きな違いが見られた。これが単純にアミラーゼの量と単純に比例していると考えれば、 上＞中＞下、 

外＞内と偏りが見られるようである。 

 

今後の課題 

ダイコンアミラーゼの研究については、次の点を検討したい。 

・ベルトラン法以外の糖の定量の仕方を調べ、実際に試してみる。 

・観察を 45 分以降も続け、その後の反応が落ち着くまで様子をみる。 

・信頼性を高くするため、できるだけ多く実験する。 

また、ダイコンの活用については、ダイコンセルラーゼの分解、ブドウ糖からのエタノール合成、 

乳酸合成についても検討したい。 


